
香刊

[最近 目立つ病気]
手足 田病やヘルパンギーナが乳幼

児で流行 していますが、例年ほどの

勢いはあ りません。アデ ノウィルス

感染症 も昨年末か らずつと流行 して
いましたが夏場になつてみ られなく
なつてきました。

ウィルス性胃腸炎がずつと続いて
います。 ノ ロウィルスや ロタウィル
スではない、夏に流行す るエンテロ

ウィルス属のウィルスと思われます。
おたふ くかぜは、それほどの流行

になっていません。水痘は散見 され
ます。溶連菌感染症は下火になつて

きました。 とい うことで、全体的に
はおちついています。
RSウ ィルスに似た症状のとトメタ

ニューモウィルスが 5月 から 7月 に
かけて乳幼児に小流行がみ られまし
た。 このウィルスは 2001年 に発見さ
れた新 しいウィルスです。以下に詳、

しく述べます。

[ヒ トメタニューモ ウィルス感染症]
小児の呼吸器感染症の 5～ 10%を

占めると考えられています。乳幼児
の hMPV感 染症は RSウ イルス感染
症 とよく似ています。重症の下気道
感染症を惹き起こすことがあ ります。
再感染を繰 り返 し、低出生体重児や
免疫系が不十分な患者 さんでは重症
化 しやす く、要注意です。脳炎や脳
症 を起 こす可能性があるとも言われ
ています。 母 親からの移行抗体が消
失する生後 6ヶ 月くらいから感染が
始ま り、2歳 までに 50%、 10歳 まで
にほぼ全員が感染すると言われてい
ます。

診断はインフルエンザや RSウ ィ
ルスの迅速診断法 と同様に、鼻汁を
鼻咽頭から綿棒でこすって行います。
5～ 15分 で結果が出ます。日本では 3
月から 6月 に流行のピークを迎えま
す。

潜伏期は 4～ 6日 、症状は鼻汁 ・

咳験 ・喘鳴(喘息のような呼吸音)・4
～ 5日 間の発熱です。1週 間程度で
症状はよくなりますが、細菌の 2次

感染があつた場合や、肺炎を併発 し
た場合は もつ と長引きます。LMPV

感染症は 1～ 2歳 が最も多く、RSウ
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イルスより初感染は遅い傾向です。
hMPV感 染症に効果のあるワクチ

ンはなく、症状を抑える対症療法が
主にな ります。肺炎を合併 した場合
は、入院 して点滴、抗生剤投与や酸
素投与を要することもあります。

hMPVは 飛沫感染 と接触感染によ
つて うつるため、保育園では流行が
起 こりやす く、咳や鼻汁のある人は
手洗い、マスクの着用などを励行 し
ましょう。

[エボラ出血熱]
エボラ出血熱は、近年では国際的

にはエボラウイルス病 (Ebola vtts
disease:EVD)と 呼ばれています。
EVDの 最も一般的な症状は、突然の

発熱、強い脱力感、筋肉痛、頭痛、
喉の痛みな どに始ま り、その後、嘔
吐、下痢、発疹、肝機能および腎機
能の異常、 さらに症状が悪化す ると
出血傾向が出ます。検査所見 として
は白血球数や血小板数の減少、およ
び肝機能異常が認めらます。潜伏期
間は 2日 か ら最長 3週 間 といわれて
お り、汚染注射器を介 した感染では
短 く、接触感染では長 くなると言わ
れています。死亡率は 60～ 90%に
もな り、まさに殺人的なウィルスで
す。EVDの 元々の宿主はヨウモ リの
一種ではないかと考えられています。
感染 した人または動物の血液な どの

体液 と直接接触 した場合に感染 しま
す。

これまでにもアフ リカ地域の風土
病 として散発的な流行の繰 り返 しが
みられました。今回 2014年 に西アフ
リカ諸国で起 こつている EVDの 流
行は、死者が 1000人 を超え流行拡大
が続いています。関係諸国は次々に
非常事態を宣言 し、2014年 8月 8日
には世界保健機関 (WHO)が 「国際
的な公衆衛生上の緊急事態である」
と宣言 しました。 この流行は 2014年
3月 にギニアで集団発生が報告 され
たのがは じま りです。その後、隣国
の りベ リア、シエラレオネ、 さらに
ナイジェリアヘ と拡大 しています。
WIIOの 報告によると、2014年 8月 4
日現在、ギエアで臨床的に EVD患
者 とされた累計症例数は 495例 (う

ち死亡 363例 )、 ジベ リアでは 516例

(同 282例 )、シエラレオネでは 691
例 (同 286例 )で した。7月 には、
リベ リア人の 40歳 男性が空路でナイ
ジェリアヘの渡航 中に発症、ナイジ
ェリアの病院で EVDと 診断 され、
数 日後に死亡 しま した。その後、ナ
イジェリアでは疑いのある症例まで

含め、8月 4日 現在で計 9例 が報告
されています。WI10は 8月 11日 時
点で死者は 1069人 、感染者は計 1975

人 と発表 しました。有効なワクチン
・治療薬の開発が急務ですが緊急事
態宣言を受けて 8月 12日 に WHOは

開発段階の治療薬や ワクチンを使用
す ることの是非について、使用は倫
理的であるとの認識で一致 しました。

[ワクチン最新事情]
水痘 (水ぼ うそ う)ワ クチンは、

今年の 10月 1日 以降、定期接種 とな
る予定です。1歳 以上 3歳 未満で 3
か月以上の間隔で 2回 接種 されます。
今年度に限 り 3歳 以上 5歳 未満の者
は経過措置 として 1回 の接種が受け
られる予定です。

☆大手町の夜間急病診療所 (L:222-0099)で

は午後 7時 から11時まで、小児科と内科の診

療を年中無休で行つています。加畑の担当は

8724、9/28、10/23、11/16の予定です。

☆

☆金沢市では今年度も幼児期の任意接種のワ

クチン (水痘 ・おたふくかぜ ・インルエンサ
°
)に

ついての助成金制度を行つています。詳細は

受付でお尋ね下さい。

☆すこやか検診を実施 しています。10月 末ま

でですが早めに受診しましょう。

☆世界の宝
りましょう。

「憲法 9条 」を次の世代に贈




